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46 5,000億 万円46 5,000億 万円

　平成28年度の当初予算編成は、木曽岬町第5次総合計画の将来像『暮らしを守り豊かな心と活力を育む
きずな深めるまち』を推進するため、「妥当性、必要性、有効性、効率性、緊急性」の視点から、真に優先すべき
政策課題に、予算を集中させメリハリのある予算編成としました。
　一般会計予算には、第1期工事が完成する複合型施設の建設費をはじめ、防災減災対策の一環である鍋田川
上下流排水機場外付け避難階段設置工事などの事業費を盛り込むとともに、子ども子育ての環境整備に幼・
保育料の軽減措置等を行いました。主な事業は、「平成28年度の主要事業について」をご参照してください。
　今月号では、町民の皆さんに関係の深い一般会計を中心に、当初予算のあらましをお知らせします。

役場　総務政策課（☎68-6100）

　平成28年度の当初予算額は、一般会計・特別会計・企業会計を合わせた
歳出総額では68億2,145万1千円となっており前年度に比べ26.3％の増額となって
います。このうち一般会計は、46億5,000万円で前年度に比べ43.1％（14億円）の
増額となりました。
　国民健康保険などの特別会計予算総額は、19億7,830万円で前年度に比べ
0.6％（1,100万円）の増額となっています。
　水道事業の公営企業会計については、支出総額は1億9,315万1千円で、前
年度に比べ4.9％（900万3千円）の増額となっています。

（単位：千円）
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●歳入合計
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般
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税
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主
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収
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と
し
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、
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路
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公
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な
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整
備
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計
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別
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計
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い
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バ
ラ
ン

ス
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と
り
な
が
ら
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会
計
の
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を
い
い
ま
す
。

当初予算がきまりました
平成28年度の

各会計予算

区 分 比　較 増減率平成28年度 平成27年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

（単位：千円）
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●歳出合計
区 分 比　較 増減率平成28年度 平成27年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

一 般 会 計 予 算

特 集
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付
税

国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に

応
じ
て
交
付
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◇
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地
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的
に

収
入
し
う
る
財
源
の
こ
と
を

い
い
ま
す
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◇
依
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財
源

国
・
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
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さ
れ
た

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
収
入
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

一般会計歳入予算の構成割合一般会計歳入予算の状況
（単位：千円）

（単位：千円）

町税の構成

自
　
主
　
財
　
源

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

町　民　税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

入　湯　税

合　　計

375,459

524,862

17,590

28,645

550

947,106

歳 入 内 訳 構成割合

町税

分担金および負担金

使用料および手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

小　　計

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

国庫支出金

県支出金

町債

小　　計

合 計

947,106
44,143
34,042
21,186

51
637,013

30,000
47,360

1,760,901
40,001

2,200
5,900
2,700

117,000
7,400
2,700

830,000
950

282,649
205,199

1,392,400
2,889,099

20.4
0.9
0.7
0.5
0.0

13.7
0.6
1.0

37.9
0.9
0.0
0.1
0.1
2.5
0.2
0.1

17.8
0.0
6.1
4.4

29.9
62.1

4,650,000 100.0

■町税 20.4%
■分担金および負担金
 0.9%
■使用料および手数料
 0.7%
■財産収入 0.5%
■寄附金 0.0%

■繰越金 0.6%
■諸収入 1.0%

■地方譲与税 0.9%
■利子割交付金 0.0%
■配当割交付金 0.1%
■株式等譲渡所得割交付金
 0.1%

■交通安全対策特別交付金
 0.0%
■地方特例交付金 0.1%
■自動車取得税交付金 0.2%
■地方消費税交付金 2.5%

■地方交付税
　17.8%

■地方交付税
　17.8%

■町債 29.9%
■県支出金 4.4%

特集 平成28年度の当初予算がきまりました

■繰入金
　13.7%
■繰入金
　13.7%

■国庫支出金
6.1%

■国庫支出金
6.1%
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◇
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め

支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

（
生
活
扶
助
・
教
育
扶
助
・

医
療
扶
助
・
住
宅
扶
助
な

ど
）

◇
物
件
費

地
方
公
共
団
体
が
支
出
す
る

消
費
的
性
質
の
経
費
（
人
件

費
・
維
持
補
修
費
・
扶
助
費

を
除
く
）
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
補
助
費

負
担
金
・
補
助
金
・
交
付
金

が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
報

奨
金
や
損
害
保
険
な
ど
の
保

険
料
、
賠
償
金
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

◇
繰
出
金

一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、
特
別
会
計
相
互
間
に
お

い
て
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
基

金
に
対
す
る
支
出
の
う
ち
、

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。

◇
予
備
費

予
算
外
の
支
出
ま
た
は
予
算

超
過
の
支
出
に
充
て
る
た

め
、
使
途
を
特
定
し
な
い
で

予
算
に
計
上
す
る
目
的
外
予

算
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

（単位：千円）

※３月末の人口6，498人で算出

719,814
●一人当たりの総額

円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

8,503円
333,668円
106,944円

37,575円
38,281円

2,604円
64,398円
59,914円
50,724円
16,622円

580円

（対前年比　219,661円の増）

前年度と
の比較％歳 出 内 訳

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

内 容

合 計 4,650,000 143.1

54,934

2,155,501

690,855

242,732

247,290

16,826

416,013

387,050

327,679

107,373

3,747

93.4

249.2

107.0

98.1

97.3

113.2

94.0

144.9

99.1

90.1

76.3

議会に係る費用

主に窓口、税務、複合型施設建設に係る費用

主に保育、社会福祉に係る費用

主に健康予防、ごみ対策に係る費用

主に農業、漁業の振興に係る費用

主に商業、観光に係る費用

主に道路整備、公園整備に係る費用

主に消防、防災に係る費用

主に小・中学校、幼稚園に係る費用

主に町の借入金返済に係る費用

■議会費　1.2%

■総務費
46.4%

■総務費
46.4%

■民生費
14.9%

■民生費
14.9%

■農林水産業費　5.3%
■衛生費　5.2%

■商工費　0.4%

■土木費
8.9%

■土木費
8.9%

■消防費
8.3%

■消防費
8.3%

■教育費
7.0%

■教育費
7.0%

■公債費　2.3%
■予備費　0.1%

町民一人当たりの歳出予算額 歳出性質別内訳

■人件費
　604,210千円 13.0％
■公債費
　107,373千円 2.3％
■扶助費
　218,056千円 4.7％

929,639千円　20.0％
義務的経費

■普通建設費
　1,938,973千円 41.7％

■その他（予備費）
　3,747千円 0.1％

■繰出金
　502,367千円 10.8％

■積立金
　17,217千円 0.4％

■貸付金
　1,800千円 0.0％

■補助費
　405,594千円 8.7％

■維持補修費
　13,072千円 0.3％

■物件費
　837,591千円 18.0％

3,720,361千円 80.0％
任意的経費

一般会計歳出予算の状況
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木曽岬町総合計画に基づく予算配分

安全・安心な生活の場づくり

 104,909千円 ■常備消防費等消防関係事業
 281,352千円 ■災害対策費
 1,318千円 ■交通安全対策費
 10,141千円 ■防犯対策費

 2,004千円 ■家庭用新エネルギー等普及支援事業
 30,647千円 ■一般ごみ収集事業
 10,007千円 ■資源ごみ収集事業
 91,616千円 ■桑名広域清掃事業組合負担金（建設費及び管理費）
 1,134千円 ■公害対策費
 4,676千円 ■火葬場運営事業

 13,913千円 ■予防接種事業
 2,150千円 ■不妊治療助成事業
 8,333千円 ■健康増進事業
 7,352千円 ■がん検診事業
 7,150千円 ■海南病院施設整備補助金

 21,925千円 ■社会福祉協議会補助金
 99,735千円 ■保育所費
 4,483千円 ■学童保育費
 482千円 ■広域連携ファミリーサポート事業
 88,410千円 ■児童手当・子ども手当事業
 12,640千円 ■子ども医療費助成
 2,168千円 ■一人親家庭医療費助成
 538千円 ■すこやか赤ちゃん出産祝金
 6,900千円 ■自立老人等ディサービス事業
 2,055千円 ■ひとり暮らし老人緊急通報システム事業
 68,038千円 ■介護保険特別会計繰出金
 37,224千円 ■障害者福祉費、自立支援医療費助成
 75,574千円 ■障害者自立支援給付費等助成

 48,661千円 ■国民健康保険特別会計繰出金
 67,000千円 ■後期高齢者医療特別会計繰出金

 31,334千円 ■幼稚園費
 52,114千円 ■小学校費
 55,211千円 ■中学校費
 53,473千円 ■学校給食費

 11,162千円 ■公民館費
 400千円 ■きそさきAZクラブ補助金
 3,500千円 ■町体育協会補助金
 1,700千円 ■スポーツ少年団補助金
 1,000千円 ■美し国三重駅伝運営委員会
 1,315千円 ■文化協会補助金
 830千円 ■青少年育成町民会議補助金

 13,705千円 ■木曽岬干拓事業推進費
 9,324千円 ■都市公園維持管理事業
 8,153千円 ■桜並木維持管理事業
 12,650千円 ■県営地域用水環境整備事業負担金

 76,324千円 ■道路橋梁維持費
 63,428千円 ■道路新設改良費
 40,387千円 ■自主運行バス運行事業

 240,000千円 ■公共下水道事業特別会計繰出金
 78,000千円 ■農業集落排水事業特別会計繰出金

 53,396千円 ■湛水防除事業
 9,649千円 ■生産調整推進対策補助金
 650千円 ■園芸作物振興補助金
 1,283千円 ■水産業振興費
 4,200千円 ■商工会運営補助金
 1,850千円 ■観光協会補助金
 3,800千円 ■ふれあい広場実行委員会補助金

 3,358千円 ■区長会関係費
 4,050千円 ■地域まちづくり推進事業

 486千円 ■人権教育研究協議会補助金
 11,362千円 ■人権啓発事業

 78,855円 ■高度情報処理対策費
 411千円 ■行財政改革支援事業
 1,640,467千円 ■複合型施設建設事業

安全な生活環境

暮らしを支える生活基盤づくり
市街地環境整備

生 涯 学 習

福 祉

社 会 保 障

環 境 共 生

自立した地域と行政のまちづくり
地域自治・協働

人権尊重・共生

行 財 政 運 営

交 通

上 下 水 道

産 業

いきいきとした暮らしづくり
健 康

豊かな心を育む人づくり
教 育

平成28年度の主要事業について

特集 平成28年度の当初予算がきまりました
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特 集

2016

木曽岬町の

20162016
3 20月 日祝
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特集 伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2016

伸びゆく
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わたしたちの

【優秀賞】 中 川 　 巴（一般）

（小学2年生）【佳　作】

なか がわ ともえ

諸 戸 心 美
もろ と ここ み

（小学5年生）伊藤萌々子
い とう も も こ

（小学5年生）金田はるか
かな だ

（小学5年生）佐 藤 有 真
さ とう ゆ ま

木曽岬町

さくらまつり
　鍋田川いこいパークにおいて、観光協会主催による第28回木曽岬町
さくらまつりが開催されました。
　昨年は雨のため中止でしたが、今年は見ごろを迎えたソメイヨシノの
下、太鼓演奏や踊りなどのステージのほか、焼きそばや焼き鳥などの出
店、また写生大会や豪華賞品が当たる抽選会などの催しで会場は多くの
方で賑わいました。
　　　　　　　　　　　また、今回のさくらまつりでは古くから伝わる
　　　　　　　　　　郷土料理の箱寿司が売られ、早くに売り切れる人
　　　　　　　　　　気ぶりでした。販売を行った「ごたーげさん」は
　　　　　　　　　　この箱寿司を次世代につなぐため、木曽岬メガソ
　　　　　　　　　　ーラー株式会社の協賛で、3月27日に箱寿司作
　　　　　　　　　　り教室を行いました。
　　　　　　　　　　　当日開催された「さくらまつり写生大会」の入
　　　　　　　　　　選者は、次の方々です。

きそさき
INFORMATION

子どもたちと作る箱寿司

平成28年度
木曽岬町消防団体制
木曽岬町消防団幹部の紹介
 団　　　長 黒宮一郎氏
 副　団　長 伊藤久志氏
 第１分団長 諸戸章吾氏
 第２分団長 岡村厚祐氏
 第３分団長 半羽将則氏
 第４分団長 阿部友輝氏
 第５分団長 森　啓介氏
平成28年度新入団員の紹介
 副  団  長 伊藤久志氏
 第１分団 諸戸大志氏
 第１分団 山口泰範氏
 第１分団 平野守章氏
 第１分団 中村圭太氏
 第２分団 寺尾匡史氏
 第３分団 山田大希氏
 第３分団 服部有哉氏
 第３分団 近藤　僚氏
 第４分団 能森大輔氏

以上10名

新
新

新
新
新

木曽岬町消防団体制
　本年度より、これまで副団長としてご活躍いただきました黒宮一郎氏が団長
に、副団長には新たに伊藤久志氏が就任されました。
　団長・副団長とも交代し、新たな消防団体制となりました。

　本年度、木曽岬町消防団に新たに10名が入団
し、去る4月10日（日）に規律訓練及び5月29日
に開催される木曽三川連合総合水防
演習訓練を実施しました。
　当日は天候に恵まれ、今後の消防
団活動の基礎となる行動規律の習得
を中心とした訓練と水防演習（シー
ト張り工）訓練を、長島木曽岬分署
の武藤分署長指導のもと、緊張感を
持って真剣に取り組み、大変活気あ
ふれる訓練となりました。

「自分のまちは、自分で守る。」
新入団員  初めての訓練

平成28年度　消防団規律訓練

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

4月3日㈰
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桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
よ
り
、
小
学

新
１
年
生
お
よ
び
幼
稚
園
新
入
園
児
に
対

し
交
通
安
全
お
祝
い
品
（
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
と
交
通
安
全
ぬ
り
え
）
を
贈
呈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は

子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
新
入
学（
園
）児
童
に
交
通
安
全
用

品
を
贈
呈
す
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
町
で
も
悲
惨
な
事
故
を
１
件
で
も
減
ら

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き
交
通

安
全
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
２４
日（
木
）に
桑
名
信
用
金
庫
か
ら

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
金
庫

は
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と

し
て
、
地
域
と
連
携
し
た
環
境
保
全
活
動

な
ど
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

に
向
け
た
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
た
環
境
方
針
を
制
定
し
、

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
町
の
環
境
保
全
活
動
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
り
、
平
成
２３
年
度
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ご
厚
意
に
感
謝
し
、
町
の
環
境
保
全
活

動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
時
保
育
と
は
、
一
時
的
に
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
て
保
育
す
る
制
度
で
、
１

ヶ
月
に
１４
日
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
利
用
に

あ
た
っ
て
は
７
日
前
ま
で
に
、
役
場
福
祉

健
康
課
も
し
く
は
各
保
育
園
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
保
育
園
に
在
籍

　
し
な
い
満
１
歳
か
ら
就
学
前
児
童

　
保
護
者
が
里
帰
り
出
産
等
の
た
め
町
内

　
に
帰
省
し
て
い
る
満
１
歳
か
ら
就
学
前

　
児
童

●
実
施
施
設

　
南
部
保
育
園
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　
中
部
保
育
園
（
土
曜
日
）

　

※

ご
利
用
時
間
は
午
前
８
時
３０
分
〜
午

　
　
後
４
時
３０
分
ま
で
で
す
。

　

※

詳
細
な
持
ち
物
に
つ
い
て
は
各
園
に

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
育
料

　
（※

年
齢
は
、利
用
日
の
属
す
る
年
度
の

　
４
月
１
日
を
基
準
と
し
ま
す
。）

　
３
歳
未
満
児（
半
日
）
１
，４
０
０
円
〜

　
３
歳
以
上
児（
半
日
）
７
０
０
円
〜

　

※

給
食
が
必
要
な
場
合
は
、
別
途
２
４

　
　
０
円
。

※

詳
細
は
木
曽
岬
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
「
一
時
保
育
」
と
検
索
し
、
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
福
祉
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
４

【
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
と
は
？
】

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
全
国
す

　
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
対
象
と

　
な
る
調
査
で
、
我
が
国
の
産
業
構
造
や

　
事
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、各
種

　
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
と
な
り
ま
す
。

【
調
査
対
象
等
】

　
平
成
２８
年
６
月
１
日
現
在
で
、
日
本
全

　
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

【
調
査
の
流
れ
】

※

本
調
査
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
に
よ

　
り
回
答
が
出
来
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
回
答
は
紙
調
査
票
の
記
入
や
調
査
員

　
へ
の
受
け
渡
し
な
ど
が
省
け
る
上
、
２４

　
時
間
い
つ
で
も
回
答
が
可
能
で
す
の
で
、

　
出
来
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
５
月
中
に
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
た

　
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
に
係
る
資
料

　
配
布
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
行
わ
な
か
っ

　
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
員
が
再

　
度
訪
問
し
、
調
査
票
を
回
収
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
危
機
管
理
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
１

〝
交
通
安
全
用
品
〞を

い
た
だ
き
ま
し
た

交
通
安
全
協
会
よ
り

『
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
』を
実
施
し
ま
す
！

平
成
２８
年
６
月
１
日

目録を手渡す近藤常勤理事（左）

一
時
保
育
の
ご
案
内

桑
名
信
用
金
庫
か
ら

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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食生活改善推進員（ヘルスメイト）を
ご存じですか？

栄養教室（食生活改善推進員養成講座）の
参加者募集！

　わが家の食卓を充実させ、地域の健康づくりを行うことから出発した食生活改善推進員は、「食生活を改
善する人」を意味します。豊かな感性と知識と経験が一人ひとりの力となり結集され、「私達の健康は私達の
手で」をスローガンに、食を通した健康づくりのボランティアとして活動を進めてきました。
　木曽岬町には25名の食生活改善推進員が活動しています。
　木曽岬町食生活改善推進員は、「一般料理教室」や「親子料理教室」「おせち料理教室」など料理教室を開催
しています。
　食べることは生きることの基本です。地域における健康づくりの担い手として、食育推進や食文化の継承
など、さまざまな活動に取り組んでいます。

　桑名市・木曽岬町主催の栄養教室を受講された後、「木曽岬町食生活改善推進員」として地域で食生活改善
に向けて活動していただくことを目指しています。
　料理や健康づくりに興味のある方は一緒に活動しませんか?

●対　　象／木曽岬町在住の方
●場　　所／桑名市中央保健センター
●申　　込／木曽岬町役場　福祉健康課（☎68－6104）管理栄養士までお申込みください。
●参  加  費／5,000円（調理実習費、テキスト代）
　　　　　　※初回6月3日に徴収します。ご欠席、途中キャンセルされた場合でも返金できません
　　　　　　　ので、ご了承ください。

食生活改善推進員とは

平成28年度　栄養教室予定表
回

1

2

3

4

5

6

7

実 施 日 時 間 内 容

6月  3日（金）

7月  1日（金）

9月  9日（金）

10月  7日（金）

11月11日（金）

12月  2日（金）

1月27日（金）

開講式・食生活改善推進員とは
国民の健康状態・健康日本21
調理実習
食品衛生と食環境保全
調理実習
食育について
調理実習
自主献立（栄養価計算）
身体活動・運動
自主献立作成
生活習慣病について
自主献立作成
調理実習
反省会・地区組織活動について・修了証書授与

10：30～12：00
13：00～15：00
10：00～12：30
13：30～15：30
10：00～12：30
13：00～15：00
10：00～12：30
13：00～15：00
10：00～12：00
13：00～15：00
10：00～12：00
13：00～15：00
9：30～12：30
13：00～15：00

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

保
健
衛
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コ
ー
ナ
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ン
ダ
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木曽岬町食生活改善推進協議会からお知らせ
食生活改善推進協議会による料理講習会を下記のとおり行いますので

料理に興味のある方はぜひご参加ください。

●申込み先／各実施日の10日前までに役場　福祉健康課（☎68－6104）までお申し込みください。
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）

※不明な点がありましたら、福祉健康課　管理栄養士までお問い合わせください。
※都合により、実施日を変更する場合がありますので、ご了承ください。

●対  象  者
　小学生と保護者
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　北部公民館　調理室
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・子ども
　のスリッパ
●参  加  費
　大人300円・子ども200円
●募集人数
　先着親子10組20名
　（当日は託児あり）

託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
オムツ、ミルク持参の事
託児時間／午前9時30分～ 11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

託児は生後10ケ月以上　先着7人まで
オムツ、ミルク持参の事
託児時間／午前9時30分～ 11時30分
　　　　　（乳幼児は食事無し）

●対  象  者
　木曽岬町にお住まいの方
●時　　間
　午前9時30分～午後1時30分
●場　　所
　保健センター調理室
●持  ち  物
　エプロン・三角巾・布巾・米0.5合
●参  加  費
　各回1人500円
●募集人数
　先着20名（当日は託児あり）

●対  象  者
　木曽岬町在住70歳以上で一人住
　まいの方
●時　　間
　午前11時30分～正午頃配達予定
●参  加  費
　無　　料
●募集人数
　先着25名
※9/20は保健センターにて会食の
　予定です。

平成28年度

実施日

8月30日（火） パ ン 作 り

内 容 実施日

10月18日（火）

12月20日（火）

未　　　定

おせち料理

内 容 5月17日（火）

9月20日（火）

11月15日（火）

2月21日（火）

※

実 施 日

献
血
の
お
知
ら
せ

日 程 時 間 場 所 対 象

5月11日㈬
保健センター

一般住民
午後3時

～4時30分

湾岸さくらクリ
ニックの駐車場

午後1時30分
～2時30分

※

４００
㏄
献
血
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
男
女
と
も
体
重
５０
㎏
以
上

　

の
方
で
、
１８
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
健
康

　

な
方
、
前
回
の
献
血
か
ら
男
性
で
３
ヶ

　

月
、
女
性
で
４
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
方

　
と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

　
上
げ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
福
祉
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
４

配食弁当サービス一般料理講習会親子ふれあいクッキング

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

保
健
衛
生
の
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

税
イ
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ォ
メ
ー
シ
ョ
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や

く
、
よ
り
効
率
的
で
時
代
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
２８

年
４
月
１
日
か
ら
町
の
組
織
の
一
部
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
産
業
建
設
課
を
産
業
課
と

建
設
課
に
変
更
し
、
農
水
産
業
及
び
商
工

業
等
の
産
業
振
興
並
び
に
社
会
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
担
当
窓
口
や
課
の
名
称
が
変
更
に
な

り
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
変
更
前
】　
産
業
建
設
課

【
変
更
後
】　
産　
業　
課

【
変
更
後
】　
建　
設　
課

◆
業
務
内
容

　
産
業
課

　
　
産
業
・
観
光
・
農
業
委
員
会
・
土
地

　
　
改
良
区
・
地
籍
調
査

　
建
設
課

　
　
土
木
・
建
築
・
道
路
・
河
川
・
上
水
道
・

　
　
下
水
道

役
場
組
織
変
更
の

お
知
ら
せ

職員人事異動のお知らせ
【退　　職】（平成28年3月31日付）
議会事務局長　　　　　　　　　古村　　護 
教育課課長補佐　　　　　　　　水谷　昌之

（三重県教育委員会）
南部幼稚園・保育園長　　　　　伊藤ひとみ
中部幼稚園・保育園主任保育士　石川ひろ子
中部幼稚園・保育園保育士　　　伊藤江里菜
中部幼稚園・保育園用務員　　　大平　弘子
【異　　動】（平成28年4月1日付）
●課長級
　議会事務局長 白木　　悟（教育課長）
　産業課長 伊藤　啓二（産業建設課長）
　教育課長副参事 西川　幸男（教育課課長補佐）
　総務政策課長副参事 平松　孝浩（総務政策課課長補佐）
　建設課長副参事 山田　克己（総務政策課課長補佐）
　中部幼稚園・保育園長兼南部幼稚園・保育園長
 柴田　明美（中部幼稚園・保育園長）
●課長補佐級（新職のみ）
　危機管理課課長補佐 小島　裕紹（産業建設課課長補佐）
　福祉健康課課長補佐 松本　　大（住民課課長補佐）
　産業課課長補佐 多賀　達人（危機管理課課長補佐）
　建設課課長補佐 伊藤　正典（産業建設課課長補佐）
　建設課課長補佐 伊藤　雅人（産業建設課課長補佐）
　総務政策課課長補佐 中山　重徳（産業建設課主幹）
　南部幼稚園・保育園副園長

花井　純子（南部幼稚園・保育園主任保育士）
　中部幼稚園・保育園副園長

山田真知子（中部幼稚園・保育園主任保育士）
●係長級以下（新職のみ）
　福祉健康課主幹 武田みゆき（会計課係長）
　住民課主幹 多賀　晶子（福祉健康課係長）
　住民課主幹 村上　　強（税務課係長）
　産業課係長 諸戸　勝己（住民課係長）
　産業課係長 伊藤　規生（産業建設課係長）
　会計課主任 上村亜希子（税務課主任）
　産業課主事 伊藤　麻美（産業建設課主事）
　建設課主事 三宅　真也（総務政策課主事）
　税務課主事 橋爪　公平（産業建設課主事）
　建設課主事補 岡村　厚祐（産業建設課主事補）
　中部幼稚園・保育園 岩瀬　洋子（南部幼稚園・保育園）
　南部幼稚園・保育園 阿部　友輝（中部幼稚園・保育園）
　中部幼稚園・保育園 白栁　麻里（南部幼稚園・保育園）
【新規採用】（平成28年4月1日付）
　教育課 山下　昌司（三重県教育委員会） 
　総務政策課 曽山　翔太

新規採用職員の紹介
教育課

山 下 昌 司
　今年度より木曽岬町役場の勤
務を仰せつかりました、山下昌
司と申します。
　木曽岬町の皆様のお役に立て
るよう「地域とともにある教育
委員会」をめざし、一歩一歩精
一杯努力してまいりますので、
皆様のご指導とご鞭撻の程よろ
しくお願い申し上げます。

総務政策課

曽 山 翔 太
　４月から新たに勤務させてい
ただくことになりました曽山翔
太です。
　自身も育てていただいたこの
町を住み良い町にできるよう、
木曽岬町役場職員として、町民
の皆様のお役に立てるよう職務
に励んでいきたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願い致し
ます。

＊（　）内は前所属
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３
月
２４
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
年
金
友
の
会
木
曽

岬
部
会
の
方
々
に
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活

動
と
し
て
鍋
田
川
い
こ
い
パ
ー
ク
の
清
掃

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。晴
天
の
下
、

３９
名
も
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
木
曽
岬
町
商
工
会
青
年
部
お
よ
び
木
曽

岬
町
商
工
会
女
性
部
は
、
地
域
振
興
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
例
年
、
木
曽
岬
小
学
校

い
こ
い
パ
ー
ク
を
清
掃

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

新
一
年
生
の
児
童
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

●
教
室
机
用
引
き
出
し

　
６
年
間
使
用
す
る
た
め
、
物
を
大
切
に

　
す
る
心
を
育
て
ま
す
。

●
歯
磨
き
用
コ
ッ
プ
入
れ
袋

　
同
じ
袋
を
使
う
こ
と
で
平
等
性
を
ア
ピ

　
ー
ル
し
、
歯
磨
き
習
慣
に
よ
る
健
康
管

　
理
の
心
を
育
て
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
は
、
木
曽
岬
メ
ガ
ソ
ー
ラ

株
式
会
社
様
の
社
会
貢
献
（
人
材
育
成
）

活
動
と
、
私
た
ち
の
思
い
が
繋
が
り
、
ご

支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
木
曽
岬
町
の
発
展
の
た
め
、

地
域
振
興
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
学
校
へ
の
寄
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
！

「
平
成
２８
年
度
　
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習（
い
な
べ
会

場
）」開
催
の
お
知
ら
せ

●
実
施
日
時

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　
６
月
２３
日（
木
）、
２４
日（
金
）の
２

　
日
間 

　
両
日
と
も
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

　
４
時
ま
で

●
実
施
場
所

　
い
な
べ
市
員
弁
町
楚
原
９４０
番
地

　
員
弁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　
２
階
集
会
室

●
申
込
受
付

　
桑
名
市
消
防
本
部
又
は
最
寄
り
の

　
消
防
署（
分
署
）で
所
定
の
「
申
込

　
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し

　
込
み
。
ま
た
、
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
で
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付
も
可
能
。

●
受
付
期
間

　
５
月
２３
日（
月
）〜
６
月
１０
日（
金
）

　
ま
で

●
定
　
　
員

　
１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。）

●
受  

講  

料
（
無
料
）

　
防
火
管
理
新
規
講
習

　
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
４
，０
０
０
円

　
必
要

　
（
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

生活のミニ情報生活のミニ情報
問

仮設足場を設置し、シートに囲われました仮設足場を設置し、シートに囲われました
　早いもので、地鎮祭から半年がたち、仮囲の外からも2棟の建物（行政棟、ステーション棟）の大きさが分かり
始めてきました。グレーのシートで囲われた建物が行政棟、ブルーのシートで囲われた建物がステーション棟で
す。シートの色が違うのはこの為です。さて、行政棟の2階より上部の一部の梁
には、中間柱を無くし大空間を確保する為、現場打ちＰＣ工法ポストテンショ
ン方式が採用されています。施工方法は、コンクリート打設前に鉄筋の内部に
配管し、その中にＰＣ鋼線を入れコンクリートを打設します。強度発現後、ジャ
ッキにてＰＣ鋼線を緊張し、グラウト材を充填して固定するものです。建物が
完成し梁を見たとき、こんな仕掛けがあると思い出していただくと新木曽岬庁
舎が身近に感じられ、長年愛されるのではないかと思います。

複合型施設建設通信 Vol.6
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子
育
て
、
年
金
、
介
護
、
労
働
、

金
融
な
ど
の
相
談
に
、
弁
護
士
・
社

会
保
険
労
務
士
・
介
護
支
援
専
門
員

が
親
切
に
お
応
え
し
ま
す
。

●
日　
　
時

　
５
月
１４
日（
土
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場　
　
所

　
桑
名
市
総
合
福
祉
会
館
内

　
会
議
室

　
　
暮
ら
し
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
桑
員

　
　
☎
０
５
９
４
│
８
７
│
７
１
６
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
１
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
前
申
込
制
）

　
農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
で
は
、

「
地
方
参
事
官
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
「
生
産
者
・
消
費
者
・
行
政
関
係

者
の
皆
様
か
ら
、
農
政
に
関
す
る
ご

相
談
、
事
業
や
制
度
へ
の
ご
質
問
な

ど
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
東
海
農
政
局
三
重
支
局

　
　
地
方
参
事
官
室

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
３
１
５
１

　
　
（
電
話
受
付
時
間　
午
前
８
時

　
　
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）

　
　

※

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
問
い

　
　
合
わ
せ

　
　

http://w
w
w
.m
aff.go.jp

　
　

/tokai/area/m
ie/index

　
　

.htm
l

●
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
河
川
愛
護
の
活
動
と
し
て
、
平
成

　
１３
年
度
か
ら
毎
年
、
川
に
つ
い
て

　
関
心
を
高
め
、
川
を
大
切
に
す
る

　
気
持
ち
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

　
を
目
的
に
、
木
曽
三
川
沿
い
に
お

　
住
ま
い
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

　
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
（
川
に
関
す

　
る
絵
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
•
募
集
内
容

　
　
河
川
愛
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
「
川
を
き
れ
い
に
」「
川
を
大
切

　
　
に
」
な
ど
の
標
語
を
入
れ
て
、

　
　
八
つ
切
り
画
用
紙（
よ
こ
指
定
）

　
　
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。

　
•
応
募
資
格

　
　
小
学
生
に
限
り
ま
す
。

　
•
募
集
期
間

　
　
６
月
１０
日（
金
）ま
で

　
•
そ  

の  

他

　
　
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
す
べ

　
　
て
河
川
に
看
板
と
し
て
使
用
さ

　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

　
　
河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
展
（
７
月

　
　
実
施
）
と
し
て
展
示
さ
せ
て
い

　
　
た
だ
き
ま
す
。

●
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

　
な
が
ら
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発

　
を
行
い
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川

　
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

　
い
た
だ
く
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ

　
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
•
モ
ニ
タ
ー
期
間

　
　
７
月
１
日
〜
平
成
２９
年
６
月
３０

　
　
日
ま
で

　
•
活
動
内
容

　
　
日
常
生
活
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

　
　
知
り
得
た
河
川
に
関
す
る
状
況

　
　
や
情
報
に
つ
い
て
、
木
曽
川
下

　
　
流
河
川
事
務
所（
担
当
出
張
所
）

　
　
へ
報
告
す
る

　
•
モ
ニ
タ
ー
区
間

　
　
①
木
曽
川
左
岸

　
　
　
木
曽
岬
町
源
緑
輪
中（
２３
号

　
　
　
線
木
曽
川
大
橋
）か
ら
愛
西

　
　
　
市
立
田
町
富
安（
立
田
大
橋
）

　
　
　
ま
で

　
　
②
木
曽
川
右
岸

　
　
　
桑
名
市
長
島
町
福
吉（
２３
号

　
　
　
線
木
曽
川
大
橋
）か
ら
愛
西

　
　
　
市
福
原
新
田
町（
船
頭
平
閘

　
　
　
門
）ま
で

　
•
募
集
人
数

　
　
モ
ニ
タ
ー
区
間
①・②　
各
１
名

　
•
応
募
資
格

　
　
２０
歳
以
上
で
モ
ニ
タ
ー
区
間
の

　
　
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。
川
に

　
　
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護

　
　
に
関
心
の
あ
る
方
。

　
•
応
募
方
法

　
　
募
集
要
項
を
お
読
み
の
う
え
、

　
　
応
募
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
　
Ｘ
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
•
応
募
締
切

　
　
５
月
２０
日（
金
）

　
　
国
土
交
通
省

　
　
中
部
地
方
整
備
局

　
　
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所

　
　
占
用
調
整
課

　
　
〒
５１１
│
０００２　
桑
名
市
大
字
福
島
４６５

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
８

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
２
５

　
　
ＨＰ　http://w

w
w
.cbr.m

lit.

　
　
　
　go.jp/kisokaryu/kase

　
　
　
　naigo/

　
平
成
２８
年
度
は
１
チ
ー
ム
３
人
で

１
２
３
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
に

挑
戦
す
る
「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
２
３
」
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
達
成
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で
、

賞
品
（
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）
が
当

た
り
ま
す
。

　
特
賞（
３０
万
円
分
）　
２
チ―

ム

　
１
等（
１５
万
円
分
）　
３
チ―

ム

　
２
等（
３
万
円
分
）　
１５
チ―

ム

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞（
９
千
円
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５０
チ―

ム
程

　
（
そ
の
他
、
協
賛
物
品
に
よ
る
賞

　
品
も
多
数
あ
り
）

　
３
名
の
う
ち
、
６５
歳
以
上
の
方
を

２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム

に
は
右
記
の
共
通
賞
品
と
は
別
に
、

さ
ら
に
抽
選
で

　
シ
ル
バ
ー
特
別
金
賞（
６
万
円
分
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
チ―

ム

　
シ
ル
バ
ー
特
別
銀
賞（
３
万
円
分
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
チ―

ム

　
シ
ル
バ
ー
特
別
銅
賞（
1.5
万
円
分
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
チ―

ム

　
が
当
た
り
ま
す
。

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
、
市
役
所
・
町
役
場
交
通

安
全
担
当
窓
口
、
各
警
察
署
交
通
課
、

各
地
区
交
通
安
全
協
会
、
各
地
域
防

災
総
合
事
務
所
・
各
地
域
活
性
化
局
、

三
重
県
庁
８
階
く
ら
し
・
交
通
安
全

課
等
で
５
月
１
日
か
ら
配
布
の
チ
ラ

シ
・
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
日
）〜
６
月
３０
日（
木
）

●
参  

加  

料

　
１
チ
ー
ム
３
千
円
（
一
人
千
円
）

　
　
三
重
県　
環
境
生
活
部

　
　
く
ら
し
・
交
通
安
全
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
４
１
０

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
会
開

催（
無
料
）（
秘
密
厳
守
）

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
よ

り
お
知
ら
せ
で
す

１２３
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

現
場
と
農
政
を
結
ぶ
「
地
方

参
事
官
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の

開
設

―

無
事
故・無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１２３

参
加
者
募
集―

問

問

問

問
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

わくわくドキドキの入園式
　４月７日（木）に南部幼稚園保育園・中部

幼稚園保育園で入園式が行われました。新

入園児は保護者と手をつないで少し緊張し

ていたり、元気いっぱい笑顔で来たり様々

な表情があり、在園児は１つ大きくなるこ

とを喜び、どんな先生かな？どこの部屋かな？と期待を

胸に登園していました。

　先生に一人ひとり名前を呼んでもらうと、5歳児のゆ

り組は「はい」と返事をしてお辞儀をしました。ちょっ

ぴり緊張している子もいましたが全員大きな声で返事を

することができました。4歳児のさくら組はゆり組の姿

を見て真似をしながら返事をする姿がありました。

　3歳児のすみれ組、未満時クラスのうさぎ、ひよこ組

はちょっぴり泣いてしまう子もいましたが、ニコっと笑

顔を返してくれる子もいました。

新たなるスタート！
　4月6日（水）に木曽岬小学校・中学校で入学式が行わ

れました。天候に恵まれ桜も見事に咲き誇る中、小学校

53名・中学校52名の新入生を迎えました。

　小学校では、新入生が6年生のお兄さんお姉さんに手

をひかれ、少し緊張した様子で入場し、式に臨みました。

教室に入ってからは担任の先生の話を姿勢良くしっかり

と聞いていました。子どもたちに入学式の感想を聞くと、

「緊張した！」「楽しかった！」といった初々しくかわい

らしい声が聞けました。

　中学校ではクラス名簿が昇降口に貼り出されると，新

1年生の歓声が響きました。入学式の後、期待と不安に

胸をときめかせながら、学級担任や教科担任の先生方の

発表を聞きました。学級活動では中学校生活の抱負を作

文にしました。その一部を紹介します。

平成28年度　木曽岬町転入及び
新規採用教職員着任式
　4月1日（金）に木曽岬町の小中学校に新しく赴任した

7名の教職員の着任式を役場（福祉教育センター）にて行

いました。

　『町勢要覧（冊子）』などを資料として、教育委員会事

務局より「木曽岬町の紹介」「町の教育基本方針の説明」

などを行いました。

　新しく赴任した教職員を代表して小学校の小森校長よ

り「早く職場に慣れ、木曽岬町の子どもたちのためにし

っかりがんばっていきます」との決意が述べられました。

木曽岬町の教育に新しい風を吹き込み、これからの活躍

に期待したいと思います。

『中学生になって』

　私は，中学生になって，勉強をがんばりたいです。中学校で
は，小学校より難しいので，小学校のときよりも予習や復習を
たくさんして，授業についていけるようにしたいです。
　私の将来の夢は看護師になることです。看護師はたくさんの
人と関わる仕事なので，人との関わりを大切にして，この3年
間を過ごしていきたいです。

1年A組　山田　茉穂

　僕が，中学生になって頑張りたいことは，友だちに優しく接す
ることです。なぜかというと，小学校では，友だちにあまり優し
い言葉づかいができなかったからです。なので，これからは，自
分が言われても大丈夫な言葉づかいをしていきたいと思います。
　他には家族に迷惑をかけた分の恩返しとして，面倒くさがら
ずに，積極的に手伝いをしていこうと思います。

1年B組　奥村　航太

〈
木
曽
岬
小
学
校
〉

【
転
出
】

　
校
　
　
長
　　
伊
藤
　
芳
彦
（
在
良
小
へ
）

　
教
　
　
諭
　　
藤
堂
　
朋
子
（
桑
部
小
へ
）

　
教
　
　
諭
　　
幡
野
　
　
亮
（
久
米
小
へ
）

　
養
護
教
諭
　　
山
内
　
美
麻
（
長
島
中
部
小
へ
）

【
退
職
】

　
教
　
　
諭
　　
小
部
　
美
幸

【
転
入
】

　
校
　
　
長
　　
小
森
　
和
彦

（
桑
名
市
教
育
委
員
会
よ
り
）

　
教
　
　
諭
　　
高
山
　
明
美
（
伊
曽
島
小
よ
り
）

　
教
　
　
諭
　　
柴
山
　
耕
輔
（
城
南
小
よ
り
）

　
養
護
教
諭
　　
松
岡
恵
美
子
（
七
和
小
よ
り
）

〈
木
曽
岬
中
学
校
〉

【
転
出
】

　
教
　
　
諭
　　
安
田
　
一
平
（
川
越
中
へ
）

【
退
職
】

　
総
括
主
幹
　　
立
石
　
秀
徳

【
転
入
】

　
教
　
　
諭
　　
中
谷
　
匡
志
（
新
規
採
用
）

　
主
　
　
幹
　　
岡
田
　
　
健
（
多
度
青
葉
小
よ
り
）

小
学
校
校
長
　
小
森
和
彦
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学校教育基本方針学校教育基本方針学校教育基本方針

～夢に向かいチャレンジする
輝く木曽岬っ子の育成～

平成28・29・30年度　木曽岬町学校教育基本方針
めざす

姿 基本理念

“生きる力”をそなえ 創造力に満ち溢れた
豊かな心をはぐくむ 木曽岬の教育

トマッピー教育プラン【後期プラン】より　平成28～平成32年度

生きる力（自立する力、ともに生きる力）…知・徳・体のバランスのとれた力
自立する力………学ぶ力、学んだことを活かす力、自己肯定感、健康・体力　等
ともに生きる力…お互いを尊重し、支え合い高め合う態度、規範意識、郷土への誇り、社会性　等
創造する力………夢や希望を描く力、挑戦する気持ち、広い視点で考える力　等
豊かな心…………他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動する心、正義感や
　　　　　　　　公正さを重んじる心　等

き 保護者や地域と協働した、児童生徒の健全育成
○「子育て　8つの指針」の啓発　
○関係団体等との連携

○危機管理意識の醸成（安全・安心の確保　等）
○地域とともにある学校づくりの推進（学校評価・改善、木曽岬町コミュニティ・スクール　等）
○一人ひとりの児童生徒を大切にした学校教育の推進（人権教育、特別支援教育、道徳教育　等）
○学びやすく、働きやすい環境の整備（施設整備、新しい教育施策への対応　等）
○教職員の力量の向上（研修の充実　等）

信頼される
学校づくり
信頼される
学校づくり

き 基本学力の定着、活用力の育成、学ぶ意欲の醸成
○授業の充実（効果的なＩＣＴ活用、少人数学習　等）及び補充学習の充実
○グローバル人材の育成（英語教育の推進）

知 育

そ 自他を尊重し、かかわり合う豊かな人間性の育成
○集団（なかま）づくりの充実
○体験活動の充実（国際理解教育及び郷土教育の推進　等）

徳 育

さ 心身の健康を支える力の育成
○運動能力及び体力の向上
○健康教育及び食育の推進

体 育

　木曽岬町給食センターでは、5月に開催される伊勢志

摩サミットに関連した献立を提供いたします。

（変更になる場合があります）

●5月23日（月） ポトフ（フランス）
 メープルジャム（カナダ）

●5月25日（水） サーモンマリネ（カナダ）
●5月26日（木） ミートソースペンネ（イタリア）
 ウインナー（ドイツ）

●5月27日（金） あおさのみそ汁（伊勢志摩）

今月の給食の献立について
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“さくらウォーク in KISOSAKI 2016”開催！“さくらウォーク in KISOSAKI 2016”開催！
　4月3日（日）の桜まつりに合わせて、スポーツ推進委

員会・AZクラブの共催による“さくらウォーク in 

KISOSAKI 2016”が開催されました。

　今回は町内から50名を超える多くの参加があり、町

道鍋田川線の約9ｋｍにおよぶ満開の桜のもと各々がノ

ルディックポールを使ったり、自分のペースでウォーキ

ングしました。

　スポーツ推進委員からウォーキングの基礎と効果につ

いてアドバイスを受けた参加者のみなさんには心地よい

汗をかいていただけたことと思います。

わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊 『島ひきおに』 絵：梶山俊夫　文：山下明生／偕成社

前小学校　校長　　伊　藤　芳　彦

オススメの本

　島ひきおには、ちょっぴり悲しく考えさせられるお話です。
　おにはひとりぼっちで寂しく、自分の島の近くを通る漁師さんに声をかけ、「こっちゃ　あがっ
て　あそんでいけ！」と誘います。でも、だれもいっしょに遊んではくれません。
　“おに＝こわい”と思っているからです。
　そのうち、おにはいっしょに暮らしたいと漁師に頼みますが、漁師は「わしらの　島は　せま
いので、おにさまの　すむような　ばしょがありません。あなたの　島を　ひっぱってきんさっ
たら、いっしょに　くらせるでございましょうが・・・。」とでまかせを言います。その言葉を信
じて、おには海の中を自分の島をひっぱって別の島へ行き、やはりいっしょに遊ぼうと誘います。
しかし、あっちでもこっちでも遊んでくれるものはいません。
　おにの風貌と先入観により、だれも遊ぼうとしない。悲しい中にも考えさせる
内容のある絵本かと思います。

北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより 教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

  8日（日）　午前9時～午後4時
22日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

22日（日）　午後1時～ 4時

新 刊

児童向け●真実の10メートル手前
米澤 穂信

●異類婚姻譚
本谷 有希子

●ガラパゴス　上・下
相場 英雄

●生きるための選択
パク・ヨンミ

●また同じ夢を見ていた
住野 よる

●みどりのこいのぼり
森川 百合香

●うめじいのたんじょうび
かがくい ひろし

●でんごんでーす
ジェン・カラーチー

●動物の見ている世界
ギョーム・デュプラ

●うみの100かいだてのいえ
いわい としお

●おしゃべりなたまごやき
長 新太

50代からの老けない、
太らない体の作り方

立花 龍司
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大会結果報告

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

　

任
期
満
了
に
伴
い
木
曽
岬
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
を
お
願
い
す
る
方
々
に
対
し
、

山
北
教
育
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
任
期
は
平
成
２８

年
度
か
ら
２
ヶ
年
で
、
こ
の
た
び
次
の
１０

名
の
方
々
に
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

　

服
部
利
夫
、
中
谷
弘
一
、
坪
田
小
夜
子
、

　

重
留　

浩
、
山
崎　

信
、
石
黒
し
の
ぶ
、

　

伊
藤
隆
之
、
加
藤
和
子
、
橋
本
直
美
、

　

藤
井
光
利
（
敬
称
略
）

　

大
成
ス
タ
ー
ズ
野
球
少
年
団
が
３
位
に
！

木
曽
岬
小
学
校
の

黒
宮　

煌
弥
く
ん（
６
年
）

伊
藤　

空
音
く
ん（
６
年
）

黒
宮　

蓮
也
く
ん（
４
年
）

伊
藤　

絃
真
く
ん（
４
年
）

鈴
田　

和
希
く
ん（
４
年
）

杉
野
琥
太
郎
く
ん（
３
年
）

鈴
田　

瑞
希
さ
ん（
２
年
）

が
所
属
す
る
大
成
ス
タ
ー
ズ
野
球

少
年
団
が
見
事
３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
！

　

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
中
日
旗
争
奪
親
善
少
年
軟
式
野
球
大
会

（
３
月
６
日
㈰　
多
度
ア
イ
リ
ス
パ
ー
ク
野
球
場
）

　

全
８
チ
ー
ム
参
加
の
も
と
、「
町
内
軟
式
野
球
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
各
試
合
と
も
手
に
汗
握
る
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
決
勝
で
は
好
投
・
好
守

を
見
せ
た
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
ラ
ン
」
が

７
ー
０
で

見
事
優
勝

の
栄
光
に

輝
き
ま
し

た
。
試
合

結
果
に
つ

い
て
は
以

下
の
と
お

り
で
す
。

▼
町
内
軟
式
野
球
大
会

（
３
月
２７
日
㈰
・
４
月
３
日
㈰

　

木
曽
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
多
度
ア
イ
リ
ス
パ
ー
ク
野
球
場
）

▼
木
曽
岬
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

　

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
！

（
４
月
３
日
㈰　
役
場
会
議
室
）

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

朱
雀

ハ
リ
ケ
ー
ン
ラ
ン

ヒ
ー
ト

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　
　

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

　
　

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ

Ｄ
ａ
ｙ
ｔ
ｏ
ｎ
ａ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

7 10 8 1 3 2 5 8 1 3

0 7
1 0 12 1

優勝 ： ハリケーン
準優勝 ： LINE　第３位 ： KING

３位
決定戦

町内3月の交通事故
●件数／16件（51件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（3人）

（　　）…平成28年累計

　5月26日・27日に開催される伊勢志摩サミットに伴い、テロ防止や国内外要人の安全確保のために検問を行います。
　検問では、行き先をお尋ねしたり、持ち物やトランクの中などを見せていただいたりすることがあります。また、5月25日
（水）から28日（土）にかけて各国首脳の移動に伴い、高速道路や伊勢志摩地域の道路等で交通規制を実施します。
　混雑緩和のため　・公共交通機関の利用　・マイカー利用の自粛　・事業用車両の運行調整などについてご理解とご協力を
お願いします。
　サミットに関する情報は、三重県ホームページでも提供しています。

※日本道路交通情報センターと連携し、サミット開催に伴う高速道路の通行止情報をツイッターにより、提供します。
　下記アカウントをフォローすることで情報を受信できます。
　　アカウント名　　サミット高速道路交通情報（JARTIC）
　　アカウント　　　@summit_jartic
●問合せ先／三重県警察　☎059-222-0110

一緒に野
球を楽し

む仲間を

　　　　
　　募集

していま
す！

一緒に野
球を楽し

む仲間を

　　　　
　　募集

していま
す！

伊勢志摩サミットに伴う検問・交通規制にご協力を！
三重県警察からのお知らせ
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税 インフォメーションインフォメーション

地方税制改正により
平成28年度軽自動車税の税率が一部改正されました

① 平成27年3月31日以前に登録された車両は、経過措置として、引き続き、改正前の税率が適用されます。
② ①の車両のうち、初めて車両番号の指定を受けてから13年を経過した四輪以上および三輪の車両は、重課税
　 の対象となります。
③ 平成27年4月1日以降に初めて車両番号の指定を受けた四輪以上および三輪の車両（新車）は、改正後の税率
　 が適用されます。
④ 平成28年度は軽自動車税のグリーン化特例（軽課）があります。
平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新車新規登録をした一定の性能を有する四輪以上および三輪
の車両について、その燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）を導入し、軽自動車税を軽減します。

※新規検査（新車）の実施年月で税率を判定します。
　最初の新規検査年月日は、自動車検査証（右図）の
　「初年度検査年月」で確認できます。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄
　に記載されています。

1. 四輪以上および三輪の軽自動車の税率（年額）について

2. 原動機付自転車および二輪車などの税率（年額）について

番号 00000 平成○○年○○月○○㈰ 軽自動車検査協会自 動 車 検 査 証
車 両 番 号

車 台 番 号

車 体 の 形 状交 付 年 月 日

最大積載量 車 両 総 重 量車両重量 長さ 幅 高さ

初度検査年月 用途 自家用・事業用の別自動車の種類

乗車定員

車 名 形 式 原動機の型式 燃料の種類 後軸重 型式指定番号 類別区分番号

人 ㎏

㎏

　年 月 日
平成

　年 月
平成

㎝ ㎝ ㎝

㎏

最初の新規検査年月

車 種 区 分 改正前

3,100円

7,200円

5,500円

4,000円

3,000円

3,900円

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

1,000円

2,700円

1,800円

1,300円

1,000円

2,000円

5,400円

3,500円

2,500円

1,900円

3,000円

8,100円

5,200円

3,800円

2,900円

4,600円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

改正後

標準税率
（年額）

重課税率
（年額）

概ね75％軽減 概ね50％軽減

軽課税率（グリーン化特例）（年額）

概ね25％軽減

三輪

四輪乗用（自家用）

四輪乗用（営業用）

四輪貨物（自家用）

四輪貨物（営業用）

軽

自

動

車

車 種 区 分 車 種 区 分改正前 改正前

1,000円

1,200円

1,600円

2,500円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

二輪の軽自動車（250㏄まで）

二輪の小型自動車（250㏄超）

農耕用

その他

1,600円

4,700円

2,400円

4,000円

2,400円

5,900円

3,600円

6,000円

原

付

自

転

車

小
型
特
殊

改正後 改正後

ミニカー
（50㏄まで）

第２種甲
（125㏄まで）

第２種乙
（90㏄まで）

第１種
（50㏄まで）
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

歯っぴい指導室
■日　　時／５月19日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成27年7・8月生の乳児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票

健 診

1歳半健診・3歳児健診
■日　　時／６月9日㈭
　　　　　　午後1時15分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳半健診
　　　　　　平成26年11・12月生の幼児
　　　　　　3歳児健診
　　　　　　平成24年11・12月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票
※3歳児は尿をご持参ください。

保健衛生のコーナー
◆福祉健康課・保健センター／☎68-6104

お忘れのないように

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※年末年始および祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

教 室 ・ 相 談

カウンセリング （予約制）
■日　　程／５月12日㈭、5月26日㈭、
　　　　　　６月9日㈭　
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。 育児相談 （予約制）

■日　　時／５月27日㈮
　　　　　　午後1時30分～ 3時
■場　　所／保健センター
■対　　象／乳幼児と保護者
■持  ち  物／母子健康手帳
■内　　容／身体計測、育児・栄養などの
　　　　　　個別相談
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

5月個別予防接種

ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～

四種混合／三種混合／不活化ポリオ
■対　象／生後3ヶ月～

日本脳炎
■対　象／ 3歳～

水痘
■対　象／生後12～ 36ヶ月までに

BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに

二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にはお勧めしていませ
　ん。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

5月前半の行事日程
■5月9日㈪ 音楽療法
※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

すくすくひろば
■日　　時／５月12日㈭、6月9　日㈭
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■集合時間／午前10時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳6ヶ月から（全8回）
■持  ち  物／出席カード（2回目から）

ブックスタート
■日　　程／５月25日㈬
■集合時間／午後2時30分～ 3時30分
■場　　所／北部公民館
■対　　象／平成27年9月～ 11月生の
　　　　　　乳児と保護者
※対象者の方へは、保健センターよりご案
　内します。

もぐもぐ教室
■日　　時／５月10日㈫
　　　　　　午前10時～ 11時30分頃
■受付時間／午前9時45分～ 10時
■場　　所／保健センター
■対　　象／４ヶ月～ 6ヶ月の乳児と保
　　　　　　護者（託児あり）
　　　　　　（平成27年11月～

平成28年1月生の乳児）
■持  ち  物／母子健康手帳

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

5月13日㈮、16日㈪午後
土・日曜日および祝日

5月の子育てサロンのお休み

集団フッ素塗布
■日　　時／６月9日㈭
　　　　　　午後1時30分～ 2時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／平成26年1・2・5・6・9・10月、
　　　　　　平成27年1・2月生の幼児
■持  ち  物／母子健康手帳、問診票、
　　　　　　自己負担金500円
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月カレンダー5

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  5日・  9日・12日・16日
19日・23日・26日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

毎月第１・第３水曜日
4日・18日

毎月第２水曜日
11日

毎月第４水曜日
25日

毎週水曜日
4日・11日・18日・25日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 22日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106
産 業 課
建 設 課

68-6105

夜間・休日電話 68-8111
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

主 な 行 事 備 考場 所 時 間

6月カレンダー

2 ㊊•こどもの日の集い

11㊌•献血

19㊍ 午前9時30分～11時30分

湾岸さくらクリニック 午後1時30分～2時30分
保健センター 午後3時～4時30分

22日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時

5 日•町内一斉清掃 町内全域

収納・証明業務

要予約
☎059-359-7280

25㊌

福祉・教育センター

午前9時～11時30分福祉・教育センター

•北勢地域若者サポートステーション
出張相談 in 木曽岬

•人権・行政・心配ごと相談

1 ㊌•人権相談

5月の納付
●固定資産税（5/2納期限） ……………… 第１期分
●軽自動車税（5/31納期限） ……………… 全期分
●介護保険料（5/31納期限） …………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料（5/2納期限） … Ａ地区
　　　　　　　　　　　（5/31納期限） … Ｂ地区
●幼稚園授業料（5/27納期限） …………… ５月分
●保育園保育料（5/27納期限） …………… ５月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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